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ほとりの情景』と題されているが、時に速く時にゆつたりと流れる川の多様な姿をこの拍子で表現しているのだ

ろうか。前楽章同様、楽器編成は簡潔だが、チェロが旋律担当と伴奏担当の 2パー トに分けられ、弦楽器がより

豊かに響くように工夫されている。楽章の最後では木管が鳥の声を模倣する。楽譜には「小夜喘き,論 (夕方や

明け方に喘く鳥だそうだ)、 「うずら」、「かつこう」と各々の鳥名が記載されている。ところで、難聴に苦しんで

いたベー トーベンは作曲当時、鳥の声を聞くことができたのだろうか。ひょつとすると、ここに書き込まれた鳥

の声は遠い音の記憶の回想なのかもしれない。

第 3楽章は、ベー トーベン得意の「主部―中間部―主部一中間部一主部」という5部形式からなる舞曲風の楽

章。舞曲と言つても、ハイ ドンやモーツァル トが交響由に導入した典雅なメヌエットとは異なり、より土俗的で

力強い舞曲であり、『農民たちの陽気な集い』と題されている。収穫祭における飲めや踊れやの大騒ぎ、といつ

たところか。中間部ではこの曲で初めて加わるトランペットが輝きを添える。最後は主部の踊りのステップが急

激に速くなり狂乱が最高潮に達する、と思ったのも束の間、地鳴りのような低弦の トレモロの上でヴァイオリン

の断片的な動機が飛び交う不気味な音楽に急変したときには、すでに第 4楽章『雷、嵐』に入つている。文字通

り「嵐の前の静けさJと言 うべき不穏な予感が的中し、オーケス トラの トゥッティによる大音響が突然襲い掛か

つてくる。吹きすさぶように激しくうなる弦楽器 (チ ェロとコントラバスは 5連譜と4連譜が激しくぶつかり合

う ! 譜例 4)、 管楽器とティンパニの轟音、稲光のように切 り込んでくるトランペットとピッコロ (テ ィンパ

ニとピッコロはこの楽章にだけ投入されている)、 そしてしまいにはトロンボーンも加わった音塊が、まるで神

が鉄槌を振り下ろすように打ち込まれる。見事なまでに破天荒な嵐の表現だが、楽節構造を見ると、実は 4小節

単位で粛々と進行する極めて折り日正しい音楽である。情景描写と古典的様式美とが奇跡的なまでに両立された

傑作である。この作品が出現して以降、作曲家は嵐を音楽で描くことをほとんど諦めてしまったようだ。リヒャ

ル ト・シュトラウスは『アルプス交響曲』の嵐の場面で風音機 。雷音機という特殊楽器 (装置 ?)を投入し、グ

ローフェの交響組曲『グランド・キャニオン』に至っては、それに加えて照明効果で稲光を表現させている。近

代の作曲家たちがこうしたこけおどし的手法で嵐を描かざるを得なくなつたのも、ベー トーベンが描いた嵐の音

楽を超えることがほとんど不可能だからだ。嵐の猛威が遠くに去ると、柔らかい光のような木管楽器の響きに包

まれて第 5楽章を迎える。『牧歌一嵐の後の喜びと感謝の祈り』と題されたとおり、神への感謝の祈りがこの楽

章の主題である。ここでは、ほかの楽器の音が消えても神を象徴する楽器であるトロンボーンの崇高な響きだけ

が消えずに残るという凝つたオーケス トレイション (譜例 5口 矢印部分)が随所になされている。これについて

トロンボーン奏者の佐伯茂樹氏は、「背後に後光が射す神の姿」を表現したのではないか、と推定している。最

後は弱音器を付けたホルンが楽章冒頭の旋律を再現する。弱音器をつけた金管楽器の音は、どこか遠くから聞こ

えてくるようで、イメージされる風景が格段に広がる。しかし前述の佐伯氏によれば、もともと金管楽器の弱音

器は、夜襲をかける際の軍隊ラッパや葬列の楽隊が使っていたのだという。この『田園交響曲』の弱音器にもそ

のような「夜」や「死Jのイメージが投影されているのであれば、この交響曲は夜を迎えて一日を終えるところ

で閉じられ、さらに、夜の世界のその先にある彼岸の世界にまで思いを馳せていたのかもしれない。

※各楽章表題の日本語訳は角川文庫『ベートーヴェンの交響曲』(ベルリオーズ著、橘西路訳編)な どを参照した。

(参考文献)佐伯茂樹『名曲の「常識J「非常識J オーケストラの中の管楽器考現学』音楽之友社

譜例 4 『田園』第4楽章 (部分) 譜例 5 『田園』第 5楽章 (部分 )
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ォの作曲を苦手としていたように思われる (同様にスケルツォを苦手とするシンフォニス トとしてブラームスが

挙げられよう)。 たまらなく魅力的な第 1楽章を誇るチャイコフスキーの第 2交響曲がほとんど演奏されない最

大の理由は、スケルツォ楽章の出来がいま一つであることに尽きよう。チャイコフスキー自身もそうした自分の

問題点を認識していたようで、彼の後期の交響曲を見るとスケルツォをいかに克服するかという努力が推し量ら

れて興味深い。第 4交響曲ではスケルツォをピッツィカー ト・オスティナー トという鮮烈な技法で作曲して意表

をつき、第 5交響曲ではスケルツォの作曲をやめてワルツを第 3楽章に置いている。そして第 6番『悲愴』では、

スケルツォの舞曲的な側面を第 2楽章で、破壊的な側面を第 3楽章で表現する、というように、スケルツォの性

格を 2つの楽章に分散している。交響曲第 3番はこの『悲愴』の先駆形態をなすものと言え、第 2楽章は典雅な

舞曲的性格を、第 4楽章は悪魔的な破壊力を前面に出している。

第 1楽章 :「葬送行進曲のテンポで」と指定された重々しい序奏で始まるが (譜例 6)、 徐々に躍動感を増して

いき、輝かしい主部 (譜例 8)へ と濠1的に変化する。愁いを帯びた第 2主題、推進力溢れる展開部、というよう

に音楽が多彩に変化し、最後は疾走するようにして終る。

第 2楽章 :前述のように舞曲風の性格が強い楽章で、「アラ・テデスカ (3拍子の ドイツ舞曲風に)」 と題され

ている。弦楽器による伴奏の上を木管がやや悲しげな表情で踊るが、時折憧れに満ちた弦の歌が聞かれる (譜例

9)。 中間部ではせわしない動きが切迫感を出す。

第 3楽章 :ア ンダンテの遅い楽章で、全編に悲しみが漂う哀歌 (エ レジー)である。フルー トによる荒涼とし

た雰囲気を漂わせた第 1主題 (譜例 10)に続いて、ファゴットとホルンのソロがどこかうつろな表情を漂わせた

旋律を歌う。第 2主題は、悲しげな表情はそのままに、ほんのわずかだけ希望の光を感じさせる。チャイコフス

キーの真骨頂と言うべき音楽だろう。

第 4楽章 :幻惑されるような前楽章の雰囲気から目覚めさせるように、小気味良く始まる。弦と木管の細かな

動きが切迫感を持つて流れ、幾小節にもまたがる長大なクレッシェンドが何か不気味なものが迫つてくる印象を

与える。舞曲風の動機も織り込まれるが、無窮動のような伴奏の嵐の前にかすれ気味だ。クライマックスでは 1

本の トロンボーンが威圧的に咆える。悲鳴を上げるような木管の音も加わり、まるで「Dies irae(怒 りの日)」

の音楽のようだ。ベー トーベンの解説でも述べたように、 トロンボーンという楽器は、神や悪魔など人智を超え

た存在を象徴する楽器である。ここでのトロンボーンは、慈愛に満ちた神というよりは、人々を罰する恐ろしい

存在を象徴しているようだ。あるいは、信仰心が薄く、宗教作品の少なさにロシア皇帝までも嘆かせたといわれ

るチャイコフスキーにとつて、人智を超えた存在は神ではなく悪魔だったのかもしれない。さらにうがつた見方

をすると、ロシア音楽の後輩ともいうべきショスタコーヴィチは、ひどく不格好だがその不格好さが素晴らしく

魅力的な独特の トロンボーン・ソロを交響由に書いているが (4番がその典型 )、 その源流がこのチャイコフス

キー 3番にあるのではないか、という気さえする。中間部の主題 (譜例 11)は、勇ましくもどこかユーモラスだ。

悪魔の哄笑といつたところか。

第 5楽章 :「ポーランド風舞由のテンポでJと 指定された 3拍子のフィナーレ。この指定のため、交響曲第 3

番自体が『ポーランド』の愛称で呼ばれることもある。舞曲と言つても華麗なものではなく、特に第 1主題は大

地を踏みしめるような力強さに満ちている。第 2主題 (譜例 12)は讃歌風の壮麗な旋律が木管楽器によつて歌わ

れるが、弦楽器の伴奏音型が敢えて細切れな形に書かれており、いま一つ流れに乗りきれないもどかしさを感じ

させる。後半、これらの主題が再現される様が圧巻だ。まず第 1主題はフーガになつて再現される。フーガとは、

特定の旋律が少しずつ遅れながら繰り返される作曲技法であり、あらゆる音が綿密に絡み合った、隙のない極め

て荘厳な音楽である。フーガはあらゆる作由技法の中でも最も崇高なものであり、フーガを伴 う交響曲は決して

多くはない。この曲は、舞曲風に提示された旋律でフーガを書いた、大変に野心的な交響曲というべきだろう。

そしてフーガが収束すると、テンポをぐつと落し、讃歌風の第 2主題を堂々たる遅いテンポで、金管楽器も加わ

った壮麗な響きで歌い上げる。提示部では細切れな動きをしていた弦楽器の伴奏が、ここでは途切れることのな

い巨大なうねりとなつて管楽器の讃歌を盛り上げる。最後は急激にテンポを上げ、熱狂的な興奮の中で終わる。








